
砂
丘
の
松
林
の
中
の

再
処
理
工
場

面
会
場
所
は
、
東
海
村
に

あ
る
原
子
力
機
構
、
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
工
学
研
究
所
ア

ト
ム
ワ
ー
ル
ド
展
示
館
で

し
た
。
再
処
理
工
場
や
東
海

第
二
原
発
は
砂
丘
の
続
く

松
林
の
中
に
立
地
し
て
い

ま
し
た
。

地
元
茨
城
県
か
ら
十
人
、

岩
手
か
ら
四
人
が
応
接
室

に
通
さ
れ
、
サ
イ
ク
ル
工
学

研
か
ら
は
地
域
交
流
課
の

佐
々
木
清
課
長
、
黒
田
勉
氏
、

岡
田
圭
史
氏
、
管
理
部
チ
ー

フ
の
井
上
孝
治
氏
が
出
席

し
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
か
ら

五
社
が
取
材
し
ま
し
た
。

公
開
質
問
状
を
提
出

先
ず
「
岩
手
の
会
」
世
話

人
の
永
田
文
夫
さ
ん
が
、
公

開
質
問
状
を
読
み
上
げ
て

提
出
し
ま
し
た
。
佐
々
木
地

域
交
流
課
長
は
、
「
質
問
状

は
受
け
取
り
ま
し
た
。
後
日

文
書
で
回
答
し
ま
す
。
」
と

し
、
さ
ら
に
「
再
処
理
工
場

か
ら
の
廃
液
は
放
出
基
準

を
満
足
し
安
全
に
管
理
し

て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
発
言
に
対
し
て
市

民
側
は
「
再
処
理
工
場
の
廃

液
の
国
の
放
出
基
準
は
な

い
。
事
業
者
が
定
め
た
『
管

理
目
標
値
』
が
あ
る
が
大
変

ゆ
る
い
枠
だ
。
国
の
基
準
値

が
な
い
の
に
い
か
に
も
あ

る
よ
う
な
言
い
方
で
は
な

い
か
」
と
追
及
し
、
交
流
課

長
は
『
管
理
目
標
値
』
で
あ

る
と
認
め
る
場
面
が
あ
り

ま
し
た
。

主
な
質
疑
内
容

〔
○
市
民
側
●
原
研
機
構
〕

◯
高
レ
ベ
ル
廃
液
が
ど
れ

だ
け
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
の

か
。
二
〇
〇
八
年
三
月
末
に

は
三
八
五
立
方
㍍
だ
っ
た

が
二
〇
一
一
年
九
月
に
は

三
九
四
立
方
㍍
と
増
加
し

て
い
る
が
、
何
故
か
。

●
ガ
ラ
ス
固
化
の
貯
槽
の

廃
液
を
戻
し
た
た
め
だ
。
廃

液
は
蒸
発
す
る
の
で
月
末

で
変
化
す
る
。

◯
保
安
院
へ
の
報
告
書
を

見
る
と
高
レ
ベ
ル
廃
液
貯

槽
の
数
が
五
月
一
五
日
の

も
の
と
五
月
三
一
日
の
も

の
と
異
な
る
。
増
え
て
い
る

の
は
何
故
か
。

＊
注
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
槽
や

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
溶
液
貯
槽
の

個
数
が
十
五
基
か
ら
二
一
基

に
増
え
て
い
た
。

●
予
備
貯
槽
の
個
数
を
含

め
、
廃
液
貯
槽
の
個
数
が
一

五
基
か
ら
二
一
基
に
増
え

た
た
め
だ
。

◯
ガ
ラ
ス
固
化
し
な
い
の

三陸の海を放射能から守る 《天恵の海》
岩手の会 ２０１1（平成２3）年

郵便振替 02240-5-102650 １２ 月 １２日

ホームページ《再処理／岩手の環境》 第１０６号
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm

《まった再処理分庫》 編集事務局 S.Oshida
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

「
東
海
再
処
理
工
場
の
液
体
状

の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は
過

酷
事
故
に
繋
が
る
。
早
急
に
固

化
す
る
な
ど
の
絶
対
の
安
全
対

策
を
取
る
べ
き
だ
」
。

十
一
月

二
九
日
、
再
処
理
工
場
に
反
対

す
る
全
国
の
市
民
団
体
の
代
表

が
公
開
質
問
状
を
、（
独
）
日
本

原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
鈴
木

篤
之
理
事
長
、
本
社
・
茨
城
県

東
海
村
）
に
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
を
呼
び
か
け
た
の
は
「
脱

原
発
と
う
か
い
塾
」「
反
原
子
力

茨
城
共
同
行
動
」
そ
し
て
「
三

陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩

手
の
会
」
の
三
団
体
で
す
が
、

全
国
の
七
二
の
市
民
団
体
が
賛

同
し
名
を
連
ね
ま
し
た
。

『公開質問書』の主な内容

東海再処理工場に保管されてい

る高レベル放射性廃液は大地震対

策等が施され安全に管理されてい

るか？
１，高レベル廃液３９４ｍ３はどこで

どのように管理されているのか。

冷却が止まると何時間で沸騰するか。

２，貯蔵槽の数、槽の冷却装置、水

素除去装置は電源喪失等に万全の

対策が施されているか。

３，過酷事故の「アセスメント」は

なされているか。

４，過酷事故が起こった場合の対策

はどのようになされているか。

５，液体状では危険なので早急に固

化し保管するべきではないか

＊本文は「岩手の会」ホームページ。



は
な
ぜ
か
、
高
レ
ベ
ル
廃
液

が
一
向
に
減
少
し
て
い
な

い
。
東
海
村
と
低
減
の
約
束

を
し
た
は
ず
だ
。

●
東
海
村
と
約
束
し
た
二

〇
〇
〇
年
十
一
月
の
と
き

の
四
三
三
立
方
㍍
を
超
え

な
い
よ
う
に
と
解
釈
し
て

い
る
、
そ
れ
以
下
に
は
な
っ

て
い
る
。

◯
英
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
再

処
理
工
場
で
は
ノ
ル
ウ
ェ

ー
政
府
の
申
し
入
れ
が
あ

り
二
〇
一
五
年
ま
で
に
廃

液
を
二
〇
〇
立
方
㍍
（
こ
れ

で
も
多
す
ぎ
る
が
）
ま
で
減

ら
す
と
し
て
い
る
。
日
本
も

安
全
の
た
め
早
く
固
化
す

る
べ
き
だ
。
あ
と
何
年
か
か

る
の
か
。

●
二
〇
〇
七
年
の
ガ
ラ
ス

固
化
開
始
以
来
二
四
七
体

作
っ
た
。
今
あ
る
廃
液
を
ガ

ラ
ス
固
化
す
る
と
四
〇
〇

～
五
〇
〇
体
に
な
る
が
何

年
か
か
る
か
は
単
純
に
は

予
測
が
立
て
ら
れ
な
い
。
十

年
以
内
と
は
行
か
ぬ
だ
ろ

う
。
廃
液
は
き
ち
ん
と
管
理

し
て
お
り
漏
洩
は
な
い
。

◯
二
〇
〇
九
年
の
一
月
に

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
一

五
〇
リ
ッ
ト
ル
ほ
ど
高
レ

ベ
ル
廃
液
が
漏
洩
し
そ
れ

を
二
週
間
も
の
あ
い
だ
気

が
付
か
な
い
で
い
た
。
そ
し

て
廃
液
の
成
分
の
収
支
誤

差
が
約
２
０
％
も
あ
り
最

大
で
広
島
原
爆
の
放
出
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
一
発
分

ほ
ど
が
、
ど
こ
に
い
っ
た
の

か
わ
か
ら
な
い
状
態
だ
。
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
っ
か
り

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
も

信
頼
で
き
な
い
。

◯
津
波
対
策
と
し
て
電
源

車
を
用
意
し
防
水
扉
や
窓

の
閉
鎖
を
し
た
と
い
う
が

そ
れ
く
ら
い
で
は
安
心
出

来
な
い
。
津
波
の
動
圧
は
想

像
を
超
え
る
破
壊
力
で
あ

る
。
津
波
の
去
っ
た
後
に
は

瓦
礫
の
山
が
で
き
電
源
車

が
目
的
地
に
到
着
で
き
る

ま
で
に
は
長
時
間
か
か
る
。

そ
の
間
に
廃
液
が
沸
騰
し

た
り
水
素
爆
発
の
可
能
性

が
強
い
。
福
島
第
一
原
発
の

よ
う
な
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
た
な
ら
ば
、
東
海
工
場
の

高
レ
ベ
ル
廃
液
は
ど
う
な

っ
て
い
た
の
か
。

●
「
・
・
・
・
」

○
再
処
理
は
止
め
て
ほ
し

い
。
特
に
廃
液
の
ま
ま
に
し

て
置
く
の
は
危
険
極
ま
り

な
い
。
ガ
ラ
ス
固
化
だ
け
で

な
く
、
別
の
方
法
も
検
討
し
、

一
刻
も
は
や
く
安
全
化
す

る
べ
き
だ
。

●
私
た
ち
は
研
究
機
関
で

あ
り
、
今
後
と
も
「
ふ
げ
ん
」

の
使
用
済
み
燃
料
を
使
用

し
た
再
処
理
の
研
究
を
し

て
い
く
。

◯
研
究
機
関
な
ら
ば
、
福
島

第
一
原
発
の
よ
う
な
全
電

源
喪
失
に
な
っ
た
時
で
も

絶
対
に
放
射
能
を
環
境
に

漏
ら
さ
な
い
研
究
を
し
、
実

用
化
し
て
ほ
し
い
。

●
考
え
て
み
た
い

◯
今
回
質
問
状
の
提
出
に

際
し
口
頭
に
よ
る
回
答
を

お
願
い
し
て
い
た
が
、
内
容

あ
る
回
答
を
も
ら
え
な
か

っ
た
。
十
二
月
二
八
日
を
回

答
期
限
と
す
る
が
、
回
答
を

受
け
取
り
に
再
度
訪
問
す

る
。
今
度
こ
そ
明
確
な
説
明

を
伴
う
回
答
を
頂
き
た
い
。

そ
の
日
と
場
を
設
定
し
て

ほ
し
い
。

波
高
が
あ
と
一
㍍
高
か
っ
た
ら

東
海
再
処
理
工
場

東
海
再
処
理
工
場
も
地
震

に
よ
り
停
電
と
な
り
、
非
常

電
源
七
基
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
隣
接
す
る
新
川
沿
い

に
約
五
・
六
㍍
の
津
波
が
襲

来
。
防
潮
堤
は
高
さ
六
・
六

㍍
で
約
一
㍍
の
余
裕
が
あ
り
、

運
良
く
浸
水
の
危
機
を
免
れ

ま
し
た
。
外
部
電
源
が
復
旧

し
た
の
は
約
四
六
時
間
後
で

し
た
が
、
工
業
用
水
の
断
水

が
八
五
時
間
、
水
道
水
の
断

水
が
二
六
五
時
間
続
き
ま
し

脱
原
発
と
う
か
い
塾
代
表

相
沢
一
正
氏
（
談
）

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
安
全
管

理
は
失
敗
を
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

原
研
機
構
の
説
明
で
は
、

廃
液
の
量
に
つ
い
て
、
「
（
タ

ン
ク
に
）
戻
し
た
か
ら
増
え

た
」
と
い
い
ま
す
が
、
ト
ー

タ
ル
を
示
す
べ
き
で
お
か
し

な
話
で
す
。
廃
液
量
は
そ
ん

な
に
減
少
し
て
お
ら
ず
、
村

と
の
協
定
を
真
摯
に
履
行
し

て
い
な
い
。
ガ
ラ
ス
固
化
施

設
は
不
具
合
が
多
く
履
行
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
全

て
を
明
ら
か
に
し
、
完
璧
の

安
全
策
を
講
ず
る
べ
き
で
す
。

た
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

の
発
熱
除
去
用
冷
却
ポ
ン
プ

と
水
素
除
去
用
圧
縮
機
は
継

続
運
転
出
来
ま
し
た
。
使
用

済
み
核
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
に

は
、
廃
炉
作
業
中
の
「
ふ
げ

ん
」
の
も
の
二
六
五
体
（
約

四
二
ト
ン
）
が
あ
り
プ
ー
ル

水
が
床
面
に
一
部
溢
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
冷
却
は
維
持

出
来
ま
し
た
。
隣
接
す
る
実

規
模
開
発
試
験
施
設
の
壁
が

破
損
し
、
さ
ら
に
二
〇
ト
ン

ク
レ
ー
ン
が
落
下
し
ま
し
た
。

（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
『
フ
レ
ン
ド
リ
ー

通
信
臨
時
増
刊
号
』
か
ら
）

辛
く
も
津
波
を
免
れ
た

東
海
第
二
原
発

東
海
再
処
理
工
場
は
（
株
）

日
本
原
子
力
発
電
が
営
業
す

る
東
海
第
二
原
発
に
隣
接
し

ま
す
。
第
二
原
発
は
三
月
一

一
日
地
震
に
よ
り
外
部
電
源

途
絶
に
見
舞
わ
れ
、
さ
ら
に

最
高
五
・
四
㍍
の
津
波
に
襲

わ
れ
ま
し
た
。
原
子
炉
建
屋

は
津
波
か
ら
免
れ
ま
し
た
が
、

海
側
の
低
い
位
置
に
あ
っ
た

非
常
用
デ
ー
ゼ
ル
発
電
機
は

三
基
の
冷
却
ポ
ン
プ
の
う
ち

一
基
が
浸
水
で
不
調
に
な
り

デ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
一
基
が

停
止
し
、
残
る
二
基
で
辛
く

も
電
源
を
維
持
し
ま
し
た
。

（『
週
刊
金
曜
日
』

十
月
七
日
号
か
ら
）

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

辛
く
も
危
機
を
脱
し
点
検

停
止
中
の
東
海
第
二
原
発

に
つ
い
て
「
再
稼
働
を
中
止

し
廃
炉
と
す
る
こ
と
を
求

め
る
署
名
」
五
万
一
四
三
五

人
分
が
、
十
一
月
八
日
、
約

六
十
人
の
代
表
が
茨
城
県

庁
を
訪
れ
、
橋
本
昌
知
事
宛

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
団
体
は
来
年
四
月
ま

で
に
十
万
人
を
目
標
に
さ

ら
に
取
り
組
み
を
続
け
ま

す
。

茨
城
県
東
海
村
で
の

要
請
行
動
の
た
め
車
で

盛
岡
を
出
発
し
た
「
岩
手

の
会
」
の
会
員
三
人
は
、

二
本
松
市
真
行
寺
に
立

ち
寄
り
、
盛
岡
と
花
卷
の

リ
ン
ゴ
を
お
見
舞
い
と

し
て
届
け
ま
し
た
。

真
行
寺
で
は
、
放
射
線

量
の
高
い
寺
院
の
屋
根

の
吹
き
替
え
や
毎
日
の

落
ち
葉
の
回
収
な
ど
、
除

染
の
た
め
の
懸
命
の
作

業
を
続
け
て
い
ま
し
た
。


